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み、1 因子 8 項目の尺度を作成し、その信頼性・妥当性の検証を行った。また実際にこの尺度を
用いて、「家族する」尺度得点の高低群間の比較において仕事への取り組みや家族のための調整に
差があり、また高群が「家族する」ことを主体的に選択していることなどを明らかにしている。
質的研究によって得られた概念を、量的な研究においても確証しようとする方法的態度は、高く
評価されるべきである。ただ、この尺度が著者自身の研究も含めて様々に用いられ、今後さらに
鍛えられていくこともまた必要であろう。 
 いっぽう、今後の研究の発展に対する期待として指摘されたのは、ここで取り扱われた既婚男
性の変化を生涯発達にどのように位置づけていくかという問題である。本論文では乳幼児期の子
どもを持つ男性を対象としているが、この時期の子育てに即した家事・育児における親役割と、
妻との間におけるその調整が主な問題とされている。子どもの成長に伴い、また親自身の発達に
よって、親子関係もそこでの親役割も変わっていくと考えられ、それをどのようにして本研究の
延長上で視野に入れていくことができるか、今後考究される必要があろう。さらに、ここでの変
化を既婚男性の主体的な発達の自己制御として SOC理論を引きながら意味づけているが、社会的
な環境の変動といった、個人では統制しがたい要因も含めて、発達心理学の理論として展開して
いくことが求められよう。例えば、本論文では仕事を優先する考え方から相対化した考え方への
変化を扱っているが、社会変動の激しい現代においては元々仕事を相対化した生き方をする人も
いるであろうし、仕事に就けない人さえいるのが現状である。このような多様性の幅の大きさを
カバーしうる理論として成長させることが期待される。 
 最後に、本論文の完成度は高く、整理され単純化された論理構造と平明な記述において際立っ
ていたことを指摘しておきたい。 
 以上により、審査委員会は本論文が博士（心理学）の授与に値するものと認めた。 
 
